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【研究活動の要約】 

　本研究は、❶天橋立の保養観光地としての特質や価値を国内外の比較を通じて明らかにすること、❷

シンポジウムなどの成果公開事業を通じて地域住民や府民にひろく研究成果の周知をはかること、の大

きく２点を目的に活動した。〔a〕学内における定期研究会の開催、〔b〕現地調査の実施および文化的
関係事業への参加（7 月）、〔c〕現地ミニシンポジウムの開催（１月）などを行うことで、❶・❷に資
するための学際的な共同研究を進め、その成果公開を行った。また、地域に残る絵はがきや古写真など

の史料調査を実施して分析を行ったほか、天橋立と全国の近代保養地との比較研究を行うため、近代に

開設された海水浴場の創始時期・所在地調査を進め、近代海水浴場の全国的展開について研究的にもは

じめて明らかにしたほか、これらと天橋立海水浴場との関係について検討した。 

【研究活動の成果】 

・ 宮津市魚屋町の清輝楼を会場として成果公開・地域還元のためのミニシンポジウムを開催し、今年
度の研究成果を代表して計 2 本の報告と司会者含め 5 名によるパネルディスカッションを行った（〔報

告〕松田法子・安達伶奈「海水浴場の全国的展開と天橋立」、宮下遥「近代橋立の名所をめぐる行為とメディア」〔パ

ネルディスカッション〕「保養地と歴史的遺産をめぐる国際比較」）。 
・ 同シンポジウム報告終了後には地域住民からの質疑応答及び意見交換の場を設け、本研究会の次年
度以降の活動に関する希望・要望やさらなる連携に向けた意見聴取を行った。 
・ 定期研究会では各メンバーが進めている調査研究について情報共有をはかるとともに、刊行物の制
作など今後の成果公開に向けた議論と準備を進めた。 
・ 前年度に行った宮津市教育委員会の所蔵絵はがき数百点の調査・スキャニングに加え、今年度は同
市にある京都府立丹後郷土資料館の所蔵絵はがきについても調査を実施した。また講演会参加者から

地元郷土史家などが所蔵する絵はがき資料についての情報も収集した。 
・ 近代海浜保養地としての橋立の位置づけを明らかにするため、戦前期に開設された全国の海水浴場
について網羅的に調査し、デジタルマップ上およびテキスト形式でデータベースを整備した。 

【研究成果の還元】 

・H26/07/21 於：宮津市河原町旧三上家住宅 ※関係者 3 名、地域住民約 25 名が参加 

 「史料としての橋立絵はがき」（招聘講演） 

・H26/07/19~08/03 於：宮津市河原町旧三上家住宅 

「絵はがきからみた府中と天橋立」（展示指導） 

・H27/01/12 於：宮津市魚屋町清輝楼 ※関係者 7 名、地域住民 26 名が参加 

 京都府立大学地域貢献型特別研究（ACTR）ミニシンポジウム「続 保養地としての天橋立考」 

・ 報告書等：次年度以降の刊行物制作を目指している。 
【お問い合わせ先】   生命環境学部（研究科） 松田研究室  講師・松田法子 

  Tel: 075-703-5434  E-mail: matsuda@kpu.ac.jp 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

ポスター画像 

◆2014 年 7 月 21 日／講演会「史料としての橋立絵はがき」（左） 

◆ 2015 年 1 月 12 日／現地ミニシンポジウム「続 保養地としての天橋立考」（右） 

新聞記事・会場写真  

◆2015 年 1 月 12 日／ 現地ミニシンポジウム「続 保養地としての天橋立考」 

◆2015 年 1 月 13 日／京都新聞掲載記事（丹後中丹地方面） 


